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【 請 求 項 １ 】
　 ２ つ の チ ャ ー ジ ポ ン プ 回 路 か ら の 出 力 を 受 け る フ ィ ル タ で あ っ て 、
　 前 記 ２ つ の チ ャ ー ジ ポ ン プ 回 路 の う ち の 一 方 の チ ャ ー ジ ポ ン プ 回 路 の 出 力 と ア ー ス と の
間 に 接 続 さ れ る 第 １ の 回 路 要 素 と 、
　 他 方 の チ ャ ー ジ ポ ン プ 回 路 の 出 力 と ア ー ス と の 間 に 接 続 さ れ る 第 ２ の 回 路 要 素 と 、
　 該 第 １ の 回 路 要 素 の 両 端 の 電 圧 と 、 第 ２ の 回 路 要 素 の 両 端 の 電 圧 と を 加 算 す る 電 圧 加 算
器 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ア ク テ ィ ブ フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ア ク テ ィ ブ フ ィ ル タ の 後 段 に 、
　 前 記 電 圧 加 算 器 の 出 力 端 子 に 一 方 の 端 子 が 接 続 さ れ る 抵 抗 と 、
　 該 抵 抗 の 他 方 の 端 子 と ア ー ス と の 間 に 接 続 さ れ る 容 量 と を 備 え 、
　 該 容 量 の 両 端 の 電 圧 を 出 力 電 圧 と す る ア デ ィ シ ョ ナ ル フ ィ ル タ が さ ら に 接 続 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ア ク テ ィ ブ フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の 回 路 要 素 が 容 量 と 抵 抗 と の 並 列 回 路 で あ り 、
　 第 ２ の 回 路 要 素 が １ つ の 容 量 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ア ク テ ィ ブ フ ィ ル
タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　

【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 の 何 れ か 一 項 に 記 載 の ア ク テ ィ ブ フ ィ ル タ を 備 え る こ と を 特 徴 と
す る Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 。
【 請 求 項 ６ 】
　
　 前 記 ２ つ の チ ャ ー ジ ポ ン プ 回 路 が 、 前 記 位 相 比 較 器 の 位 相 比 較 結 果 に 対
応 し た 期 間 だ け 、 そ れ ぞ れ 前 記 第 １ 、 第 ２ の 回 路 要 素 側 に 電 流 を 流 す こ と を 特 徴 と す る 請

前 記 フ ィ ル タ が 、 ３ つ 以 上 の チ ャ ー ジ ポ ン プ 回 路 の う ち で 、 ２ つ の チ ャ ー ジ ポ ン プ 回 路
か ら の 出 力 を 受 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1記 載 の ア ク テ ィ ブ フ ィ ル タ 。

４

前 記 フ ィ ル タ が Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 内 で 用 い ら れ る と と も に 、
Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 内 の



求 項 １ 記 載 の ア ク テ ィ ブ フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 の 何 れ か 一 項 に 記 載 の ア ク テ ィ ブ フ ィ ル タ と 他 の 回 路
と が ワ ン チ ッ プ 上 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 。

(2) JP 2007-104132 A5 2007.7.12

１ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ま た は ６


	header
	written-amendment

